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1. はじめに 

本工事は、月山地区地すべり対策事業の一環として、田麦俣地すべり防止区域である十座沢地区と七ツ滝

地区において、斜面対策工の工事を行うものである。 

田麦俣地区周辺は特別豪雪地帯で融雪量が多いことから、過去に幾度も地すべりなどにより人家や道路に

甚大な被害が発生してきた地域である。 

今回は田麦俣地すべり防止区域内の中でも鶴岡市の市道中台線が通る地すべりブロックである七ツ滝⑬ブ

ロック内で行った法面対策工事や擁壁工事においての安全対策について紹介する。 
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2. 問題点 

今回の工事での問題点として、前年度までに活発な地すべり運動が発生している地すべりブロック内での作

業であり、上部法面施工箇所から下部擁壁施工箇所への土砂崩落による災害や落石による災害など重大災害

に繋がる災害の発生が懸念された。 

 

3. 安全対策について 

地すべりブロック内での作業に先立ち、作業従事者の安全確保を目的とし以下の事項について安全対策を

講じた。 

 

①作業開始前の安全対策 

七ツ滝⑬ブロックは前年度までに活発な地すべり運動が発生している地すべりブロックである。 

前年度までに抑止杭の施工や大型土のう積みによる応急対策は行っているものの、降雨などの影響により再

度活発な地すべり運動の発生が懸念された。 

そこで、市道中台線に法面監視カメラを配置すると共に、地すべりブロック内 2 箇所に地盤伸縮計を設置し、

監視カメラの映像や伸縮計の動きを作業従事者全員がパソコンやスマートフォンで確認できるようにした。 

これらの設備を利用し、伸縮計の動きが無く地すべりブロック内が安全であることを確認してから施工箇所周

辺の地山点検を行う事とした。 

 

 



 

 

②作業中の安全対策 

今回の工事では工程を確保する為に、斜面上部では法面工事や掘削工事、斜面下部では擁壁工事や盛土

工事を同時に行う事とした。また、斜面中腹には市道中台線が通っており地域の人達の大切なライフラインとな

っている。 

作業中の安全対策として、斜面上部に法面監視員、斜面中腹の市道中台線に交通誘導員、斜面下部に連

絡員を配置し各自トランシーバーを携帯して連絡を取り合う事とした。 

また、下部への崩落土や落石による災害を防ぐために安全ネットや大型土のう積み、土砂ポケットの築造等を

行い上部から下部への崩落土や落石を防ぐ設備を整えた。 
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③緊急時の安全対策 

七ツ滝⑬ブロック内では上部法面への作業道路が無く、資機材の搬入においてはモノレール運搬であること

から作業箇所までの安全通路の整備が必須であった。 

安全通路として軽量なアルミ式で法面の勾配に合わせ角度を自在に調整できる仮設階段を約 50m 設置し作

業従事者が安全に通行できる設備を整えた。 

また、緊急時に備え安全訓練で避難訓練の実施や緊急時の被災者の搬送方法、鶴岡市消防本部より講師

を招いて普通救命講習などを行った。 

 

4. 安全対策の効果について 

対策①の効果として、作業開始前、パソコンやスマートフォンから現場に異常が無いか確認することができる

為、安全な状態で現場に入り地山の点検などを行うことができた。 

対策②の効果として、上部の法面監視員、市道中台線の交通誘導員、下部の連絡員の三者が常に連絡を取

り合う体制だったことにより作業従事者に安心感を与える事ができた。 

対策③の効果として、軽量な角度調整式の階段を使用することにより作業従事者の負担を軽減することがで

きた。また、緊急時に備え訓練を行うことにより作業従事者の安全意識を高める事ができた。 

 

5. おわりに 

今回の安全対策については、どの現場でも行っている基本的なことではあると思う。 

現場の事前確認や作業箇所の点検、作業設備の改善や緊急時の対応など基本的な安全対策の重要性を

再認識した現場であった。 

今回の工事での安全対策がこれから行う砂防・地すべり対策工事での安全管理の参考になればと思う。 
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